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53 下北半島佐井村における猿害の進行 と human
dimensionsに関する問題
鈴木克哉 (北海道大･院･文･地域システム)
青森県下北半島の北部では 10年ほど前から猿害が
頻発している.これまで佐井村に生息する Y群を追跡
調査してきた.群れは年々行動域を拡大させるとともに
農地依存を高めてきた.さらに昨年は Y群が 2グルー
プに別れて行動していることが判明した.被害対策の観
点からみると,村による電気柵事業の拡大の結果,土坤
利用が顕著に減少した地域もあった.しかし新たに被害
が生じた地域もあり,地域全体の防除を考慮に入れた計
画性のある対策が求められる.
地域住民を対象に行ったアンケー ト調査の結果 (全
戸 1101世帯 ;回収率28.3%),多くの人が被害を深刻に
受け止めており,解決策として駆除を求める人が 73%
にものぼった.また ｢天然記念物｣｢北限｣である "ニ
ホンザル"と "人間"の二項対立を強調する声が強く,
行政機関が主導して被害対策を行うべきと考える人が
ほとんどであった.一方で対策現場をみると,電気柵の
管理が不徹底なためサルの侵入を許したり,くず野菜を
畑近辺に放置するなど,積極的に防除を行わない農家が
多い.地域農業の意義や被害感情を想定にいれて,地域
にねぎした対策を実施する必要があるだろう.
54肩甲上腕関節とその周囲構造の比較解剖学的研究
加賀谷美幸(京都大･理･自然人類)
ウ-リー モンキーの肩関節形態について,オマキザ
ルやテナガザルとの比較から,前肢ぶら下がりロコモー
ションの能力に対応すると考えられる特徴と,オマキザ
ル科としての要素を保持している特徴を明らかにする
ことを目的に,霊長類研究所所蔵の液浸標本の解剖を行
った.
クー リー モンキーの肩甲殊では,粗面がオマキザル
よりも外側にあって肩甲株のほぼ中央部に位置し,この
点でテナガザルに類似していた.この肩甲麻粗面は僧帽
筋尾側部の停止域となっており,粗面より内側の部分は
筋に埋没していた.このため,クー リー モンキーの肩甲
麻そのものの肩甲骨上での角度はオマギザルとほぼ変
わらないが,結果として僧帽筋の走行と停止のようすが
テナガザルに似ていた.また,クー リー モンキーとテナ
ガザルの株下筋膜上では,肩甲骨下角から肩甲株粗面-,
僧帽筋尾側部の走行に添うように薄し.､腿膜様の繊維が
あって三角筋肩甲林部の起始域となっており,三角筋起
始を下角に近づけ尾側に拡大していた.これらの,僧帽
筋と三角筋の走行の特徴がぶらさがり運動を行う能力
に関係すると考えられる.
肩甲上腕関節の周囲構造は,クーリー モンキーの鎖
骨下筋の停止が烏口突起根元に幅広く停止していたほ
かは,オマキザルとほぼ同様であった.テナガザルでは,
肩峰と烏口突起を結ぶ靭帯が発達し,これらが一体とな
って上腕骨頭を収める強固なソケット状構造をなして
いた.
55滋賀県のニホンザル個体群管理にむけた遺伝的モニ
タリング
高木直樹(獣害総研)
地域個体群の基本単位である群れを特徴付ける標
識を探索し,生息情報と結びつけることで管理に実効性
のある遺伝的モニタリング法を検討し,実際の管理に応
用することを目的にミトコンドリア遺伝子の変異を調
査した.
これまでの野外観察から,滋賀県全域には少なくと
も133群のテホンザルが生息することを確認している･
このうちの 109群のメス個体から採申した血液ないし
は皮膚の試料からDNAを抽出し,PCRによる迫伝子増
幅をおこない,ミトコンドリアDNA非コー ド領域の部
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